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国 土 交 通 省

仙台河川国道事務所

国道４・４７号の交差点改良による整備効果

～交差点改良により渋滞・事故が減少～

国道４号鹿の又交差点（仙台市）及び、大崎市民病院前交差点（大崎

市）、新屋敷交差点（大崎市）について、整備効果がまとまりましたので

お知らせいたします。

■鹿の又交差点（Ｈ２６．２完成）

交差点改良（左折フリーを廃止し信号制御化等）により、左折車両
の事故が大幅に削減。

■大崎市民病院前交差点（Ｈ２６．６完成）

交差点改良（右折レーン増設）により、ピーク時の渋滞長が９割削
減。大崎市民病院開院による交通量増加も影響なし。

■新屋敷交差点（Ｈ２４．３完成）

交差点改良（右折レーン新設）により、秋の紅葉シーズンに発生し
た最長6.9kmの渋滞が解消。

今後も渋滞や交通事故の発生状況について確認していきます。

＜発表記者会／宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会＞

お問い合わせ

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

ＴＥＬ ０２２（２４８）４１３１（代表）

交通対策課長 山本 賢 内線４７１
やまもと さとし
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国道４号 鹿の又交差点（１／２）

～事故発生状況・対策内容・目的～

長町IC

長町駅

鹿の又交差点

仙台市太白区
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▲死傷事故発生件数
（H17～H21）

事故発生状況

対策内容と目的

▲鹿の又交差点

②左折専用車線・
合流部における追
突・左折時事故が
多発

①直進車線・左折
専用車線における

追突・左折時事故
が多発

①直進車線・左折
専用車線における

追突・左折時事故
が多発
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③合流部における
追突事故が多発

▲左折車線2車線化 ▲取付道路からの流入禁止
（車止め設置）

▲減速路面標示の設置（直進車線） ▲減速路面標示の設置（左折車線）
・ゼブラ設置

▲国道4号流出部を3車線
→2車線化

【対策③】

【対策①】

▼対策内容

【対策③】
国道4号流出部を3車線
→2車線化

【対策①】
減速路面標示の設置

【対策①】
減速路面標示・ゼブラの設置

Plan

Do

【対策経緯】
H25.6.11 左折フリーレーン廃止(右折矢印)
H25.6.24 施工完了
H26.2.17 信号制御化（右左折矢印）

【対策②】

▲信号制御化（左折フリー廃止）

【対策②】
左折フリー廃止（信号制御化）
取付道路からの流入禁止（車止めの設置）
左折車線2車線化

課題 対策内容

①
直進車線・左折専用車線
における追突・左折時事
故が多発

ドライバーへの減速・注意喚起を目的とした減速路面標示
（ドットライン）・ゼブラの設置

②
左折専用車線・合流にお
ける追突・左折時事故が
多発

左折車線における混雑緩和、強引な左折の抑制を目的と
した施策の実施（左折フリー廃止（信号制御化））、取付道
路からの流入禁止（車止めの設置）、左折車線2車線化）

③ 合流部における追突事故
が多発

直進車両と左折車両の分離を目的に国道4号流出部（白
石方面）を3車線→2車線化

▲左折フリーにより
危険な道路状況

（②左折専用車線の状況）
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車両単独 人対車両 車両相互その他
正面衝突 出合頭 左折時
右折時 追突

国道４号 鹿の又交差点（２／２）

～整備効果：左折車両の事故が大幅に削減～

「利用者アンケート」による評価

「交通事故データ」による評価

約４～５割のドライバーが各対策により注意力・安全性の向上を実感

宅配ドライバーが対策による安全性の向上を実感

「左折フリー廃止（信号制御化）」により、左折車両と歩行者の分離が図ら
れ、歩行者の安全性が大きく改善した。（宅配ドライバー）

「国道4号流出部を3車線→2車線化」により、国道4号の直進車両に気を取ら
れる事なく合流（左折）できる様になり、大変良いと思う。 （宅配ドライバー）

※企業ヒアリングによる調査結果（H26.1)

▲左折時における左折車と直進車の錯綜回数の比較（長町→大崎方面）

左折時における危険挙動が約9～10割と大幅に削減
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※WEBアンケートによる調査結果（H25.11)
※N=159

「左折フリー廃止（信号制御化）」により
安心して走行するようになりましたか？

「減速路面標示」の設置により注意して
走行するようになりましたか？

約4割が注意力
の向上を実感

約5割が安全性
の向上を実感

「交通挙動」による評価

整備効果Check

更なる削減に向けてAction

 左折フリー廃止（信号制御化）により交通事故や危険挙動の低下が見られ、交
差点改良の整備効果を確認できた。引き続き、鹿の又交差点については交通状
況を観測し、必要に応じて対策を実施して参りたい。

事故件数が約4割減少、追突・左折時事故もそれぞれ約4、10割減少

対策前： H21～H24、H25.1～4（4年4ヶ月） 対策後： H25.8～H26.7（1年）

約4割減少

約4割減少（追突）
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【対策前】 H22.5
【対策後（左折矢印無）】 H26.1 
【対策後（左折矢印有）】 H26.12 ※ビデオ調査による調査結果

▲左折時における左折車相互の錯綜回数の比較（長町→大崎方面）

整備前の錯綜状況 整備後の状況

整備前の錯綜状況 整備後の状況



【対策②】
右折滞留長の延伸
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国道４号 大崎市民病院前交差点

～整備効果：ピーク時の渋滞長が９割削減～

＜渋滞発生状況＞

①古川東バイパスの供用によ
り、郊外交差点部を通過する交
通量が増加。

②大崎市民病院の開院に伴う交
通量の増加により、当該交差点
の混雑が予想される。

至 三本木対策内容と目的

▼箇所図【対策前】

②右折車の滞留に
より渋滞発生

①交通量の増加が想定
されるが、右折車線は
1車線のみ

至 古川駅

至 市民病院

至

栗
原
市

至

三
本
木

※対策実施時期：H26.6
大崎市民病院移転：H26.7

【対策①】

右折車線の増設

（1車線⇒2車線）

至 市民病院

交通量・渋滞長調査による評価

交通量は増加したにも関わらず、ピーク時の渋滞長は9割減少

▲栗原⇒市民病院方面の右折台数

約1,300台増加

信号待ち回数が
2回減少

▲栗原方面からの交通量

右折車が約300台増加

▲栗原⇒市民病院方面の
最大渋滞長と最大信号待ち回数

(H24.3)

渋滞発生状況

整備効果

▲栗原方面からの交通状況

▲渋滞状況

至

栗
原

 栗原方面からの交通量が約1,300台増加し、そのうち
渋滞の要因となっていた右折車両が約300台増加

 最大渋滞長が100mから10mに減少
 最大信号待ち回数が4回から2回に減少し、渋滞解消

(H26.10) (H24.3) (H26.10) (H24.3) (H26.10)

[台/日] [台/日]

【対策②】

右折滞留長の延伸

（32m⇒55m）

【対策②】
右折滞留長の延伸

交通量 渋滞長・信号待ち回数

▼箇所図【対策後】

更なる削減に向けてAction

 古川東バイパスの全線供用や、周辺施設の開発等による交通量の変化が予
想されることから、今後も継続的な経過観察を行い、追加対策の必要性を検
討していく。

Plan

Do Check

課題 対策内容

①
交通量の増加が想定されるが、
右折車線は1車線のみ

右折車線の増設
(2.75m ×1車線⇒3.0m×2車線)

② 右折車の滞留により渋滞が発生
右折滞留長の延伸

(32m×1車線⇒55m×2車線)

渋滞長
９割減少

.
至 栗原

至 三本木

大崎市民病院前交差点

大崎
市民病院

大崎市

古川東バイパス



1,309 

1,692 

0

500

1,000

1,500

2,000

対策前 対策後

至

新
庄

国道４７号 新屋敷交差点

～整備効果：秋の紅葉シーズンに発生した最長６．９ｋｍの渋滞が解消～

＜渋滞発生状況＞

①秋の紅葉シーズンに、古川
⇒新庄方面において右折車の
滞留が生じ、最長6.9kmの渋
滞が発生

②時差式の信号現時は設定さ
れていたが、どの方向にも右折
レーンは未設置

至 三本木

新屋敷交差点

大崎市

対策内容と目的

▼箇所図【対策後】

※対策実施時期：H24.3

【対策①】
右折レーンの新設

至 新庄

至 鬼首

交通量・渋滞長調査による評価

右折交通量が増加したにも関わらず、ピーク時の渋滞は解消

▲古川方面における最大渋滞長・最大信号待ち回数

約400台増加

渋滞解消

▲古川方面からの右折交通量

整備効果

至 古川

▲渋滞発生状況（下り）

至 新庄

至 古川

【対策①】
右折レーンの新設

至

古
川

②右折車の滞留に
よる渋滞が発生

▲対策後（下り）

▲調査時の状況（新庄方面）▲調査時の状況（古川方面）

 古川⇒鬼首方面への右折交通
量約400台増加したが、渋滞が
解消（6,900m⇒0m）、

 最大信号待ち回数が19回から
1回に減少し、渋滞が解消

(H17.10) (H17.10)(H26.10) (H26.10)

【対策①】
右折レーンの新設

▼箇所図【対策前】

交通量 渋滞長・信号待ち回数

渋滞発生状況

更なる削減に向けてAction

 観光シーズンなどのピーク期には交通量の変動が大きいことから、今後も継
続して経過観察を行い、追加対策の必要性を検討していく。

Plan

Do Check

課題 対策内容

①
秋の紅葉シーズンに、古川⇒新庄方
面において右折車の滞留が生じ、最
長6.9kmの渋滞が発生 右折レーンの新設

（上下両方向）

② 右折車の滞留による渋滞が発生

至 鬼首

至

新
庄

至

古
川

▲対策後（上り）

至 鳴子温泉

鳴子温泉

【対策①】
右折レーンの新設
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が生じ、最長6.9kmの渋滞が発生


